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ＭＤバードキャンペーン	

（マダガスカルの鳥を守るキャンペーン）	

	

	 	

環境保護活動のシンボルであるマダガスカルの鳥を守る

ために他国との連携システムを作る。そのためにマダガス

カルの首都にあるアンタナナリボ大学の理学部教授で鳥類

の専門家であるハジャ氏を中心に平成25年度からニュー

スレターを皆様に届けることになった。	

	

Ｍａｄａ Ｂｉｒｄｓキャンペーンを！！！ 

マダ・バード プロジェクト (MBP) についてご紹介する機

会を頂いたことを大変嬉しく思います。マダ・バード プロジェ

クトは、NGOさくらプロジェクトの活動の1つです。マダ・バー

ドとは、「マダガスカルの鳥」（マダは「マダ」ガスカルからとっ

ています）という意味で、ロゴはこのようになっています。 

 

 
 

近年、世界的な生物多様性調査があり、マダガスカルが

世界で特に環境を保護する必要性の高い地域の１つに数

えられています。急速な自然破壊によって動物たちが減少

の危機にさらされており、特に環境の変化に脆弱な鳥類は、

熱帯雨林の消失で深刻な影響を受けています。これらの問

題に直面した今、マダガスカルでは早急に、効果的な保全

対策がとられるべきだと考えられます。 

鳥は人間の生活や自然環境にとって欠かせない存在で

あることから、私たちは彼らを環境保護活動のシンボルに

定めました。鳥は自然環境において計り知れない役割を果

たすとともに、人間社会においても大きな価値を持った存在

です。例えば、鳥は有害な昆虫を捉え、雑草の種子を食べ、
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ネズミ類の大発生を抑えることで疫病の流行を防いでいま

す。一部の鳥は花を咲かせる植物の花粉を運び、海鳥の

糞は有益な肥料となり、ダチョウやキジやガチョウの羽は装

飾品に用いられます。また、鳥は人間にとって重要な食料

の１つにもなっています。 

このようなことからマダ・バードプロジェクトのアイデアは

産まれ、人々が研究活動や教育活動などに参加する中で、

鳥類を中心としたマダガスカルの稀有な生物多様性の保護

活動を行い、自然環境を破壊することなく持続的に共存す

る可能性を探っています。 

 

このプロジェクトの大きな挑戦 

アンタナナリブ大学は、鳥類学と自然史学の学術を構築

していて、鳥類学および自然史学の講義を実施する、デー

タバンクを作成する、情報の普及活動（鳥のガイドブックや

ニュースレターの作成など）に努める、さらに鳥の生息環境

を改善するための植林活動などを行っています。 

 

マダガスカルのラヌマファナ熱帯雨林 

 

なぜマダガスカルは重要か？ 

マダガスカルは、現在では世界で最も保全の必要な地域

のトップ10にランク入りしています。ここマダガスカルは生息

する生物の多くが固有種であるというユニークな生物相に

あり、その多様な環境（※世界遺産に登録されています）か

ら、白血病や糖尿病の治療薬となるマダガスカルニチニチ

ソウのように、病気の新しい治療薬の原料となる植物も発

見されています。他の動物と同様に、鳥は植物の種子や花

粉を運ぶことによってそれらの有用植物の生育を助けてい

ます。 

このように、マダ・バードの活動はマダガスカルの鳥類学

を発展させるとともに、マダガスカルの貴重な自然を保護す

るために大きな役割を担っています。 

※ 

1990 年 世界自然遺産：ツィンギ・デ・ヘマラ厳正自然保護区 

2007 年 世界自然遺産：アツィナナナ雨林 

2010 年 アツィナナナ雨林は「危険にさらされている世界遺産」のリストに登録 

	
シナモンの若木（実から油を抽出し薬などに加工）	

	

「NGOさくら」は、マダガスカルの大学教員ら10数名に

よって2007年に設立された。すべてのメンバーが日本への

留学経験者というユニークなNGOである。アイユーゴーが

熊取町から委託を受け、マダガスカルに救急車を運んだ時

のパートナーが、設立間もない「さくら」だった。それを

きっかけとして、マダガスカルの農村地域の生活改善、子

供たちの教育、環境保護などを共に考え、支援活動を行っ

てきた。	

	

『もの思う鳥たち	 鳥類の知られざる人間性』（セオド

ア・ゼノフォン・バーバー著	 日本教文社	平成20年6

月5日	 2ページ）によると、	

「鳥の渡りや学習能力、その特徴的な行動に関する科学

的データを分析、総合したところ、そうした科学的発見か

ら、次のような意外な結論が導き出されることが分かった。	

１．鳥類は、音楽的能力（鑑賞力、作曲力、演奏力や抽象

的概念を生み出す能力、絶えず変化する生活上の問題

を、知能を柔軟に用いて解決する能力、喜んで遊び、

つがう能力など、私たち人類が自分たち独自のものと

同然のように考えている能力を、少なからずもってい

る。	

２．人間は、いくつかの方面の能力（たとえば抽象的、言

語的能力）では鳥よりも優れているが、鳥も、多方面

の能力（たとえば、わたりの能力）では、人間よりも

優れている。	

３．鳥は、知能や意識や意志をもっているばかりでなく、

人間との知的なコミュニケーションをし、人間との間

に、思いやりのある親友という関係を築く能力を持っ

ている」	
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フィハオナナの風景	

 

１．マダガスカルの高原地帯における土砂崩れの自然

災害を防ぐための植樹による整備事業	

（公益社団法人	国土緑化推進機構様からの助成金）	

事業地：マダガスカル、フィハオナナ村	

事業概要：	

土砂崩れならびに土砂の流出を防止するために植林を

行う。事業地は、森林伐採が繰り返されて草原地帯とな

ったところである。現場は地滑り、地割れがいたるとこ

ろにみられ、土砂崩れが頻繁に繰り返されたことが分か

る。こうした現象を食い止めるために草原の整備並びに

森林再生に向けた植樹を行う。	

 
フィハオナナ村の岩肌が見える周辺景色	

具体的な内容は、以下の通り、	

１）植樹方法は、２mから３mの間隔に四角形のユニット

を設定し、そこに数本ずつ混植する。・その利点：ユニ

ット方式は平原特有の強風による根返りや幹折れを防

ぐことができる。	

２）PaulowniaとIntsiaなど絶滅に瀕している樹木を中

心に植え、住民の要請によりアカシア(Acacia)や換金

作物となるオレンジ、コーヒーなどを植える。	

３）自然火災の拡大防止のための防火帯を作業道として

活用する。絶滅にひんする自生種を植樹することで、

植樹現場の周辺の表土層を確保し、保水力を高め、土

砂崩れや流出を防ぐことにより、かつての森林の再生

に向けた整備を行う。そして、ともに活動する村人と

ともに植樹を推進することにより、森林再生、地球温

暖化に貢献する足がかりを共有できるものとする。	

		 
２．マダガスカルの村における小学校建設事業	

(一般財団法人	ひろしま・祈りの石国際教育交流財団様か

らの助成金) 	
1)	事業地:アンボヒダヴァ村は、マダガスカルの首都アン

タナナリボから北へ280kmに位置する。	

2)目的:小学校低学年と幼稚園児識字教室の教室ならびに

トイレを建設する。	

3)	その結果：現地の小学校は1960年に5教室を建設した。

しかし、建材の質が極めて悪く、1992 年に２教室を再

建した。残りの3教室は現在ほとんど使用できない状況

であり、教育環境が悪化し続けている。	

	

３．マダガスカルでの井戸掘りと健康に強い村づくり	

(公益財団法人日本国際協力財団様からの助成金)	

1)	事業地:アンボヒダヴァ村	

2)	受益者:人口4,000人（12歳以下の子供は1072人）少

数民族(シハナカ、メリナ)	

3)	目		的:	

村に井戸を造成し、村の子供たちが丈夫に育ち、大人た	

ちも健康で働ける「水」の環境を整備することにある。

井戸の水を徹底的に管理することにより、子供たちに水

の大切さを教え、新しい「水」による新しい村つくりを

行う。遠い先には、専門家を派遣して、また、日本とマ

ダガスカルの農業専門家の交流を通じて、農業ができる

パイロットファーム、農業ができるように指導が可能な

農業指導センター建設、その周辺に換金樹木を植樹して

環境再生を図り、村人たちに色とりどりの自然を享受で

きる村つくりを目指したい。	

4)	事業目標:	

(1)	村人が、専門家(井戸会社の社員)から井戸造成の技術

指導を受け、共同して井戸を造成すること。	

(2)	その井戸の水の利用料を徴収することで管理システ

ムを構築すること。	

(3)	保健所を訪ねる人の健康状況を調べ、井戸「水」の効

果を質す。	

(4)	村人の労働意欲に変化をもたらしたい。	

	

４．ＭＤバードキャンペーン（マダガスカルの鳥を守る

キャンペーン）	

	 	 マダガスカルの鳥を守るために他国との連携システ

ムを作る。そのためにマダガスカルの首都にあるアンタ

ナナリブ大学の理学部教授で鳥類の専門家であるハジ

ャ氏を中心にニュースレターを皆様に届けることにな

った。（今回は通信にて紹介）	

 
－アナラマンガ地方の人たちが育てたパイナップル－	

	

	

今年から本会の理事に就任した現在バンコク在住の和

田理事が、先日、タイのメ―ホンソン県の農業支援セン

ター長のソムヨッツ氏とバンコクで会

いました。ソムヨッツ氏(=写真)からコ

ーヒーの収穫に関する情報を得ました。
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『コーヒー基金』にご協力していただいた皆様にお礼申

し上げます。	

収穫回数：年2回	 	

収	穫	高：15,000kg(各1回)	 	

販	売	所：チェンマイ、HILCORPS社を予定	

価				格：未定	 品質検査：チェンマイ大学にて	

輸	送	費：5000B	(15,000円)農業支援センター～チェン

マイ自動車で6時間	

今後の商談：和田理事の協力で日系タイ現地法人に持っ

て行き、商談するとのこと。	

ソムヨッツ氏は長年にわたり、村人に植栽、収穫方法な

どを指導し、現在約24万本の管理を行っています。販売

に向け、本会はソムヨッツ氏から精製のための機械やそ

の他の設備を整えるよう要請を受けています。	

 

2012年度 特定非営利活動に係る事業会計収支計算書 

（平成24年4月1日～平成25年3月31日） 

科   目 決算額 （単位 円） 

Ⅰ収入の部  

１．会費収入 

   法人会費 

   正会員 

   賛助会員 

 

150,000 

360,000 

38,000 

２．募金・寄付金収入 

   一般寄付 

 

848,680 

３．自主事業収入 193,330 

４．助成金収入 

   ひろしま祈りの石 

   国土緑化推進機構 

  

1,500,000 

1,300,000 

５．雑収入 

   マダガスカル植林現地負担 

 

100,000 

収入合計（A) 4,490,010 

Ⅱ支出の部  

1.事業費 

    資機材費 

   現地スタッフ経費 

   スタッフ・専門家派遣経費 

  

2,882,717 

518,406 

533,905 

２．管理費 

   事務所管理費 

   交通費 

   宿泊費 

   会議費 

    

426,121 

24,830 

4,200 

14,030 

経常支出合計 4,404,209 

 経常収支差額 85,801 

Ⅲその他の資金収入の部  

1.受取利息 

   普通預金利息 

 

102  

2.  その他の事業会計からの繰入 0 

その他資金収入合計 102 

Ⅳその他資金支出の部  

その他資金支出金額 0 

当期収支差額 85,903 

前期繰越収支差額 -410,205 

次期繰り越し収支差額 -324,302 

 

2013年度事業計画     

特定非営利活動法人 アイユーゴー 

教育支援事業 
1）マダガスカルの村の子供たちのための小学校建設 
2）ベトナム都市化による交通事故防止のための教育 
3）途上国の子供たちと日本の子供たちとの絵画の交       
   流 

農業地域開発事業 
1）マダガスカルにおける井戸建設(3基) 
2）マダガスカルにおける貧困撲滅のための農業指導セ

ンター建設 
3）ベトナムにおける薬草の植栽（生態系保護活動） 

環境保護事業 
1）マダガスカルの環境保全のための植栽活動 
2）ＭＤ(マダガスカル)バードキャンペーン 
3）年2回のニュースレターの発行 

国際協力事業へのアドバイザーとしての参画事業 
1）津山国際交流の会の海外事業への参画 
2）神戸大学大学院保健学研究科との共同事業 
3）近畿大学総合社会学部との共同事業 

自主事業（現地の自立のための事業） 
(現地の自立のための事業化)本会の事業地の検証と、文化・

技術を通した交流。 
1）タイ 
2）ベトナム 
3）ラオス 
4）マダガスカル 

 

 

 

【感 謝】 

（特活）アイユーゴー通信をご覧いただき、誠にありがと

うございます。私たちは、自らの知識・技術・経験と奉仕の

精神を持って、協力を必要とする人たちの自立を目指した開

発援助を通じて、その地の文化を尊重理解し、草の根の友好

親善と、自らの人間としての価値を高めることを目的とし活

動します。貧しい人たち、困った人たちがいれば、その人た

ちのそばに行ってみませんか。そして、何かできることがあ

れば、自分でしてみませんか。皆様のご参加・ご協力を心か

らお待ちしております。 

e-mail：snittaskmj0715@yahoo.co.jp  

HP： http://aiyugo.fc2web.com 

【振込先】 
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[ 特定非営利活動法人 アイユーゴー 理事長 新田幸夫] 
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発行：新田幸夫   編集：加藤鐘三   印刷：（株）フジカク 

 


